











中世 政 治 史 にお け る紛 争 解 決 と
シ ンボ リック な コ ミュニ ケ ー シ ョン
ーゲル ト・アル トホーフの研究に関するコメン トー
服部 良久
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1.ア ル トホ ー フの 中 世史 研 究:全 般 的 特 色
1980年 代までアル トホーフは、祈濤兄弟盟約簿やネクロロギウムを用いて、人的結合の視




















るアル トホーフの研究を紹介し、若干のコメン トを加 えたい。












行った者に対 して、国王は慈悲 と寛容を示すのが、いわば不文のルールであると認識 され、こ
の行為を行 うことが出来た者には、通例国王の恩顧 と元の地位回復が保証 されたのである。こ
うした儀礼的な降伏と和解の行為は、12世 紀後半、神聖ローマ皇帝フリー ドリヒ ・バルバロッ
サのイタリア遠征において頻出する。その際、降伏するイタリア都市(コ ムーネ)の 住民は懺
悔服に裸足で、抜き身の剣 を首に当て、鞭をもち、聖職者は十字架を担いでバルバロッサの前
に出頭 した。そこには明らかに、宗教的な贖罪行為 との類似性がみ とめられる。こうした公の
場での儀礼的行為により、双方が合意 した和解条件の遵守を義務づけられたのだともいえる。
deditioは降伏 ・和解以外にも様々なシチュエーションにおいて用い られ、場合によっては
国王 自身 もこれを敢えておこなった。11世 紀前半の国王コンラー ト2世 は、敵対貴族を断罪
す るために息子ハインリヒの協力を要請し、これを拒否 したハインリヒの足下に伏 して涙 と共









として、フェーデや紛争の拡大を抑制 し、平和の回復 ・維持に大きく貢献 していたのである。
3.政 治 史 にお け る紛 争 と紛 争 解 決
今回のシンポジウムのテーマに即 していえば、典型的な戦士型社会であるヨーロッパ中世、
とくに10～12、13世 紀は、国家的な制度や法秩序が弱く、貴族領主たちはしばしば武力行使に
よって自分の財産、権限、そして名誉を維持 し、拡大 しようとした。 ドイツ史ではフェーデと
呼ばれるこうした実力行使(自 力救済)は 、 しばしば流血をともな う、当事者間の報復の連鎖
を生み出 し、「野蛮なヨーロッパ中世社会」のイメージをつ くり出すことになる。
























も恩赦 による元の地位の回復はあ り得なかった。 しかし10世 紀以後、貴族、諸侯の選出と支
持によって即位する ドイツの国王(な い し皇帝)は 、貴族 との協力関係 を必要とし、貴族とと
もに友好 ・同盟関係amicitiaを 形成 した。 したがって国王と貴族は、いわばおなじ結合 と紛争
のルールの中にあり、国王は貴族の紛争に対 して仲裁による和解を優先 し、かつ国王も貴族 と
の紛争において仲裁を受けたのである。
仲裁においては親族関係、友好関係とともに、紛争当事者のプレスティジdignitasが 考慮 さ
れた。国王が敵対貴族に対 しても概 して寛容な措置をとったことは、オ ッ トー ネン時代におけ
る反乱の事例が示す とお りである。国王の反乱貴族 ・諸侯に対する武力行使は、城塞の部分的
破壊など限定されたものであった。これ と並行 して仲裁者による、とりなしと和解への道が準
備 され、服従 と和解、恩寵回復の儀礼によって、こうした敵対貴族にも、しばしば元の地位 ・
レーエンが回復 されたのである。
法制史家ハインリヒ ・ミッタイスは11世 紀以後、国王と貴族の紛争は裁判で解決 されるよ
うになると述べた。たしかにザ リア王権のもとでは仲裁 と和解 よりも、裁判権の行使を重視す
る傾向はみられる。 しかし国王宮廷裁判において集団で判決 を導 くべき諸侯が、同輩諸侯に対
する判決を拒否する場合もあり、アル トホーフは、全体 として10、11世 紀には、仲裁 と和解
の慣習が連続 していたと考えている。
このような紛争解決の慣習の背景 となる国王と有力貴族の権力関係については、詳 しく論 じ
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中世盛期の戦士貴族社会における戦いの規則
る余裕はないが、アル トホーフは、カロリング末から10世 紀初の危機 を通 じて貴族社会の中







また活用 されたと考えているように思われ る。 しかしアル トホーフは、この時代においても、
国王と諸侯の、そして諸侯間の紛争が、裁判と判決を極力避け、忍耐強い仲裁活動によって克
服 されたことを明らかにしている。本 日予定された報告では、シュタウフェン朝時代の最も有




シュタウフェン朝初代の国王コンラー ト3世 は1138年 の即位早々に、王位承認を拒否する
ヴェルフェン家のハインリヒ倨傲公 と争わねばならなかった。王権のシンボルinsigniaを 引き
渡そ うとしないハイン リヒに対 し、国王 コンラー トは、判決 による断罪ではなく、仲裁者
mediatoresを たてて、宮廷集会への出頭 と和解交渉を促す。 これは伝統的な紛争解決の手順
であるが、ハインリヒは三度におよぶ召喚にも応 じなかった。そこで宮廷集会における諸侯の







紛争の仲裁者 として重要な役割を果たしてきた。 しばしば司教の列聖を意図して記 されたその
伝記(司 教伝vitaepiscoporum)で は、そ うし・た平和のための活動は聖人的司教に相応 し
い行為 として賞賛されている。
さてヴェルフ6世 は、バイエルン大公領を要求して、国王コンラー ト3世 とフェーデをおこ
なうのだが、このときには両者の甥にあたる、後に国王となるフリー ドリヒが仲裁 し、和解を
実現 している。従来、裁判が重要な役割を果た したとされてきた、コンラー ト3世 とハインリ
ヒ獅子公の争いにおいても、コンラー トは繰 り返し宮廷集会に獅子公を召喚し、出頭 しない獅









トー が、仲裁者 として重要な役割を果たす ことになる。双方に結びっきを持っ知恵者オッ トー
は、両軍を観察した上で、ハイ ンリヒの軍事力が上回っているとの情報を司教側に流 し、戦闘
開始を躊躇させた。 さらに司教軍に加わっている、自分の親族でもあるフリー ドリヒに状況を
説明 し、降伏を勧める。フリー ドリヒはこれに応 じて、ハインリヒ倨傲公の陣営を訪れ、その
足下に伏 して恭順を誓い、ハインリヒの側に受け入れ られた。 これは先に述べた、事前交渉に
基づ く降伏の儀礼deditioで ある。宮中伯オットーはさらに、 自分の義理の息子でもあるオ ッ
トー をも説得し、オットーはこの勧告を容れて、自分の城塞と我が身をハインリヒの手に委ね
た。オッ トー はハインリヒにより、バイエル ンからの追放を宣言され、ハインリヒの家臣の下




もなう降伏儀礼deditioで ある。Deditioは 先にもふれたが、これをおこな う者に、紛争相手の
被害状況によっては、かなり厳 しい償いを強いた。同じくヴェルフェン家の年代記に記された、







者であった。 ドイツの司教は国王との密接な結びつきと、その高位聖職者 としての信望 と権威
において、一般に仲裁人 として適任であると見なされた。 さらに11世 紀末以後は、王国の政





















最後にアル トホーフが取 り上げた、13世 紀の国王ルー ドルフ ・フォン ・ハプスブルクとべー
メン(ボ ヘ ミア)王 オ ットカールの紛争を紹介する。1274年 、ルー ドルフは、忠誠誓約 を拒
否 してオース トリアを占拠 したオットカールを、宮廷裁判において告発す る。諸侯から判決案
の提示を求められたライン宮中伯は、オットカールの帝国レーエン(封 土且ef)の 没収を判決
とする。そこで国王はオ ットカールを召喚 したが、オットカールは不出頭を続けたので、二度
にわたってアハ トと破門が宣告 された。これをうけて1276年、ルー ドル フはオース トリアに
遠征する。 しか しヴィーンでは戦闘の直前まで、双方の側を代表する4人 の諸侯が仲裁の交渉
をかさね、和解が成立 した。この仲裁人団には、先に判決を提示 したライン宮中伯も加わって








郭 とルールを整 えつつ、13世 紀にも存続していった。インフォーマルな仲裁活動は中世後期
には、よ り制度化された仲裁裁判Schiedsgerichtへ と発展 していくのだが、なおこうした制度
と併用されっつ、その存在意義を持ち続けたのである。





は、すでに欧米でかなりの蓄積があが、それ らは主 としてローカル ・コミュニティ内の紛争や、
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国王儀礼に関するものであった。これに対 し、広 く国王をふ くめた貴族社会の紛争や、コミュ
ニケーシ ョン形成の様々な儀i礼的行為を対象 としていることに、アル トホーフの研究の意義が
みとめられるのである。




またアル トホーフは、紛争解決におけるイ中裁 と和解の優先を、プリミティヴな社会に広 く見
られる慣習であり、ヨーロッパでは少なくとも12、13世 紀ごろまで一般的であったと考えて
いる。しかしアル トホーフの研究が、 ドイツの史料のみを典拠 としていることは明らかである。
イギリスの ドイツ中世史研究者ティモシー ・ロイターは、やはり国王フリー ドリヒ ・バルバロッ
サが裁判ではなく、仲裁を優先したことに注目している。そして当時の ドイツ国王に期待 され
たのは、判決ではなく仲裁であ り、フェーデの排除ではなく、利害の調整であったと述べる。
ロイターはその うえで、このような王権のあり方は、 ドイツの特有の道Sonderwegで はない






さらに私 自身の関心を付記するなら、紛争調停 ・和解 とい う貴族、諸侯、国王の問のコミュ
ニケーション行為が、同時代の政治秩序、国家統合において持つ意味を考えることである。 と
りわわけ12、13世 紀には王権か ら自立的に展開する、各地域における諸侯の紛争仲裁のネ ッ
トワークと、国王宮廷における裁判や仲裁の相互関係 を明らかにすること、それによって紛争
解決を軸 として、中世盛期の政治秩序を再検討することを課題としているのだが、これはアル
トホーフの関心 とはいささか異なるものであるかもしれない。
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